
リンゴ栽培地域における土地利用の変遷

一黒石市における土地利用一

山 田 良 一

(Ⅰ)は じめVE

青森県の産業構造は,第一次産業 とくに農業の占める割合が高いO農業生産性の高いしっはI)

ンゴ生産vcよるものであD, リンゴの青森県経済vc占める位置はきわめて重要であるoす くな

くとも青森県VCおいては, 1)yゴ栽培が土地利用としては最高の形態で蒙るといえる｡ これが

中弘南黒の地域VC集中 している｡そこで筆者払 黒石市菅例 とL/てとDあげ,農業的な土地利

用がどのように夜されているか考察してみたいと思うO

虹)黒石市の概観

黒石市は,青森県のほほ中央で津軽平野の束南端に位置 し,総面積 216Kn2 である｡本地

域の農用地はほとん ど浅瀬石川流域に広がる平坦地 と,それVC続 く丘陵地は樹園地 として利用

されているO そのほかは,ほとんど山林VCよって しめられてお9,地域の5070が農業的に利

用されているVCすぎないO気候は三万が山地VCかこずれているため盆地型を示 し比較的温和で

ある｡土壌は浅瀬石川流域の平坦部は沖積層からを9表土20cmは埴壌土であD,丘陵地は火

山灰土からをD壌土である. このような土壌であるため,水田VCかいては一部排水不良がみら

れるが,概 して肥沃である｡樹園地,畑地は酸性土壌を呈 している.

血)各地区の現況について

黒石市における,昭和 35年から昭和 45年にかけての耕地面積の推移を示 したものが表1

である｡

表 1.黒石市VCおける耕地面積の推移

r 田 畑 樹臨地 計

昭和 35年 i2142901 54504F86275 355069
40 12 10192 I 43943 l 92189f346324

〔単位 :a〕

(黒石市の農業 よ9)

これを利用別VCみると,田はどの年も全耕地面嶺の 60%ほどを占めていてあま9変化はみら

れないO畑按,昭和 35年には全耕地面積の15%であったが,年々減少傾向菅示 し,昭和

45年には10%を占めるVCすぎ覆い｡一万,樹囲地は,昭和35年VCは全耕地面積の25A,

昭和45年VCは30%へと年々増加の傾向にあるO樹園地VCかける, リンゴの品種も最近では
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高級品種 (むつ･ふじ･王鈴 ･患 ･スターキンク･デリシャス･ゴーノげ ン)をか走り栽培 して拘るし､

労働力不足を補 うために無袋栽培 も行をわれている｡つぎにヾ県有市における農家数は減少傾

向をたどクか るが,急激･75社会情勢の変化にも加納 城 そのテンポはきわめて緩慢で銘 といえる0号た,

専業農家が年々減少傾向にある一方,兼業農家夜かでも第二種兼業農家の増加が著 しho

(lJ中郷地区

当地区は,地域の北西部に位置し,農用地のほとんどが田として利用され 畑,樹園地の占

める割合が非常VC少をい｡現在の一戸当9経営規模はQ9hであるが,今後とも外延的拡大
のできをい地区であ9,さらVC野際,野添.目内沢をどは市街化区域VC隣接 し県道沿線の宅地

化 ･工場誘致等vcよ9農用地面積は減少の傾向にあるため,小規模農家の離農を促すとともに,

中核農家Lln:よる協業組織を作y!1,委託農地によD保有面積を拡大する方向にあるC 水田減反後

の転作面積は13247-ルで単純休耕の占める割合が高いoいわゆる純粋の水田地帯である

ため, 1)ンゴ-の転作はみられず,スイカ･大豆を中心にニンニク･白菜 ･ライ麦を どがあげ

られる｡

(2)六瀬地 区

当地区は地域の北東部に位置 L,平野部に属する農用地約500haは:田として利用され,

水利系統は専較 し,傾斜慶一｡.～%｡｡である｡ - ,当地区の県道- さん- 側碓 置 し
山VCひらける農用地は樹園地として利用され,傾斜度5-25度である｡ 一戸当Dの経営規模

は約1haで田とリンゴの複合経営である｡水田減反後の転作面積は2431アールで,品目

株,スイカ･リンゴが中心でこの両者でもって全体の81%を占めているOそのほかは,メロ

ン･ぶどう等がある｡

(3)山形地区

(a)山形地区

当地区払 地域の東部に位置 し,中野川の支流田山堰菅水系とした約230haの農用地は

田として利用され 傾斜- l｡｡～%｡｡であるO田畑 く台- 樹園地 として利 - tt,傾
斜度は5-25度であ9,農道は傾斜度が強 く未整備の状態であるC 経営形態は田とリンゴ

の複合経営である｡

(b)南中野地区

当地区は,地域の南東部に位置 し,中野川水系に属する農用地約50haは田として利用さ

れ, 傾斜- 右 ｡ である.田順 接する山間合地にひらける農用地糾 00haは樹園地と

して利用され,傾斜度は10-25度であるO南中野部落よP,国有林を通過 L,約 1 日Kmの地

点,八甲田山麓vcひらけた開拓地の農用地45Odd.こVjJ'.ら約 155haは畑として利用

され 高冷地野菜団地を形成 しているOまた,ての隣接地は傾斜度が fu 1O庭の平坦地で採
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草放牧地として利用されているo経営形態は,一戸当ba8haの田と1)ンゴの複合経営農家

と畑作単作経営 (普通畑 1.5ha )の農家に大別されるO

(cJ押浦地区

国道102号線一の渡部落よ9東側に入る青荷沢にひらけた青荷沢開拓部落に存する鼻用地

約34haは沢水を利用 した田約7haと畑27haに利用され,田は最近開田されたもので

あるo 畑は傾斜度0-5度で農道も整備されている｡開拓地であるため,畑一戸当91.5ha

を有する畑作単作の経営形態である｡

山形地区全体における水田汲反後の転作面積は6504アールで,黒石市全体の43%とい

う最大の転作面積である｡品目はl)ンゴ･スイカが中心で,そのほか開拓地VCおける高冷地野

莱 (白菜 ･レクス )や小豆 ･クルミをどであるO

(4)浅瀬石地区

当地区は地域の南部に位置 L,浅瀬石川を取入れ口として猿賀堰,新屋堰水系とする農用地

はERとして利用されている｡田の南東に続 く台地は樹園地として利用され,傾斜度5-20度

で他の地峡に比較 して緩やかを形を有 している.中川 ･浅瀬石地域は規模が比軟的小さい農家

が多いため,季節的出稼ぎ農家が多 く,そのために農業就業者が敢滅 Ll大規模農家が中核と

を9協業組合を組執 L,小規模農家の作業委託をうけて生産性の向上に努めている.高賀野地

域味,労働力が不足 し, l)ンゴの比重が大きい区域のためとくに省力栽培が望まれる.水田減

反後の転作面積は2427-ルと規模は小さい.スイカ･l)ンゴ･小豆がそれぞれ10%位を

占め,野菜の品種も少をく,ほとんどが自家消費である｡

(N)まとめ

(1)黒石市においては,田が全耕地面積の60%を占め,畑の減少に伴い樹園地が増加の傾向

にあるO

(2)田性,西部平坦地のほか浅瀬石川流域に,樹園地は山間丘陵地に広 く分布 し,両者でもっ

て地境農用地の大部分を占めている｡

(3)市街化区域に隣接 している地域で略,農用地面積は減少の傾向にあるため,委託農地VCよ

少保有面積を拡大する方向にある.

(4)市街地から4-5Kmの地域における土地利用は,田と樹園地が中心と在っている.

(5)市街地から遠 く離れた16Km以上の地域においては,山麓高冷地 (標高500-700m)

での畑,採草地の利用がみられる｡

最後VC,不論文を作成するにあたって,御助言,御指導 くださいました横山･水野両教官に

深 く感謝いた します0
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(5)市川 健夫

く 参 考 文 献 >

黒石市の農業 (44年, 45年, 46年版資料 )

黒石産業振興地域整備計画書 (昭和 45年 )

■t
西部盆地列の農業的土地利用 】

日本地誌ゼミナールⅡ(1960年 ) 大明堂
▼t

六哉 岩木山南麓開拓地の土地利用 Il

東北地理 14巻4号(1962年)

tt善光寺平の土地利札 ▲

日本地誌ゼミナールⅣ(1962年 ) 大明堂

回l 黒石市の工把手'1円

-21-


